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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
　本節では「舞台」第103-111行に読まれる、（B）汚れなき処女性への執着を語る、エロディアー
ドの長大な独白の箇所をめぐってその翻訳と解釈の問題を検討する。1以下に当該箇所のフランス
語原詩およびそれの各種日本語訳を掲げるが、原詩のほうは問題箇所にとどまらず、第117行にま
でおよぶエロディアード独白（独白そのものはただし第86行からはじまる）全体を引用しておく。
【原詩】（B）第103-117行
　　　　　　 J’aime l’horreur d’être vierge et je veux 
　　Vivre parmi l’effroi que me font mes cheveux 
105 Pour, le soir, retirée en ma couche, reptile 
　　Inviolé, sentir en la chair inutile 
　　Le froid scintillement de ta pâle clarté, 
　　Toi qui te meurs, toi qui brûles de chasteté, 
　　Nuit blanche de glaçons et de neige cruelle ! 
110 Et ta sœur solitaire, ô ma sœur éternelle,   　  
1　前稿冒頭に引いたボードレール『悪の花』の詩«J’aime le souvenir des ces époques nues...»について、翻訳底本にも多く
用いられる詩集第２版（1861年）から引用したつもりが、初版（1857年）本文となっていた。論旨に直接影響はないとはい
え、ここで引用の第２行«Dont le soleil se plaît à dorer les statues.»を第２版にしたがって«Dont Phoebus se plaisait à dorer 
les statues.» と訂正しておきたい。
マラルメ「エロディアード／舞台」：
その翻訳と解釈をめぐる問題（２）
上 田 　 和 弘
Notes sur les problèmes de traduction et d’interprétation d’«Hérodiade/Scène»（2）
Kazuhiro UEDA
（要旨）
　マラルメの詩「エロディアード／舞台」について、2010年刊行の日本語版『マラルメ全
集』で新訳が出たのを機に、日本、欧米を問わずその数多い翻訳を調査したところ、それ
ら翻訳のあいだに原詩の解釈をめぐって若干の見のがせない相違点があることが判明した。
本稿ではまず問題の所在をあきらかにしたうえで、上記相違点を検討し、あらためて筆者
自身の解釈を提示する。
（キーワード）  マラルメ、エロディアード、「舞台」、『マラルメ全集』、翻訳と解釈
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　　Mon rêve montera vers toi : telle déjà, 
　　Rare limpidité d’un cœur qui le songea, 
　　Je me crois seule en ma monotone patrie, 
　　Et tout, autour de moi, vit dans l’idolâtrie 
115 D’un miroir qui reflète en son calme dormant 
　　Hérodiade au clair regard de diamant..
　　Ô charme dernier, oui ! je le sens, je suis seule.2 
　つぎに、このなかで本稿においてとりわけ問題にしたい第103-111行についてのみ、これまで活
字になった日本語訳を挙示する。3ただしこのばあい、たんに訳だけでは詩がどのように解釈され
ているか不分明なところも残るので、訳者の註釈や解説があるものは煩をいとわずそれを訳のあ
とに付しておく。
（b-J-１）    
　　　　　　　　　われは処女のすさまじさを愛す
　　夕されば、臥
ふし
床
ど
の中に引籠り、不
ふ
犯
ぼん
の蛇体よ、
105 汝が蒼白たる煌めき閃々と氷れるを
　　無益
やく
なるこの肉に感ぜんため、わが髪の
　　身に絡巻ける恐れの中に生きんことをわれは希ふ
　　息も絶え絶えの肉体よ、貞潔に燃ゆる躯
み
よ、
　　氷塊と無情の雪降る真白き夜よ！
110 お前の孤独なる妹、おおわが永遠の妹、
　　わが夢は汝の方へと昇るならん。［…］4 （秋山澄夫　1953）
（b-J-２）  
　　　　　　　　　われは処
お と め
女たる恐怖を愛す、
　　豊けき髪
くし
のわれになす戦きの裡にわれは生きん、
105 穢れなき蛇
くちなわ
か、夕されば、
2　Stéphane Mallarmé, Œuvres complètes, I, éd. Bertrand Marchal, Bibliothèque de la Pléiade, Gallimard, 1998, p.21. 
3　1915年に雑誌発表された先駆的な上田敏の訳を参考のため以下に引いておく（山内義雄、矢野峰人編『上田敏全訳詩集』、
岩波文庫、1962年、307頁）。なお旧字体は現代風にあらためたほか、ルビも適宜省略させていただいた（以下本稿において
邦訳の引用文はすべてこの原則にしたがう）。
　　　　　　　　　　　われは処女の荒
すさ
まじさを愛す、
　　ねがはくば、この髪の毛に浮ぶ怖
おそれ
を身につけまとひ、
　　夕ざれば臥所に入りて、このまだ犯されぬ
　　蛇の如きわが無
む
益
やく
なる肌身を
　　汝
なんぢ
が蒼白の光に散る冷
ひや
ききらめきに任さむ、
　　今ぞ限と見ゆる汝よ、浄
きよ
き心に燃ゆる汝よ、
　　垂
たる
氷
ひ
は光り、無情の雪降る白き夜よ。
　　また孤独なるその妹
いもと
、憶永久のわが妹
いもと
、
　　わが夢つねに汝に向はむ、［…］
4　秋山澄夫訳『マラルメ詩集』、角川文庫、1953年、77-78頁。
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　　臥床のうちに退きて、わが空しき裸
はだかみ
身に
　　蒼晶光の冷たき耀きを感じつつわれは生きむ。
　　爾
なんじ
逝くものよ、爾貞潔に燃ゆるものよ、
　　薄
うす
氷
らい
張り、酷き雪降る白き夜よ。
 
110 孤りなるその妹、わが永遠の同
はら
胞
から
よ、
　　わが夢のたゆたい行くは爾なれ、［…］5 （福永武彦　1962）
                                                               
（b-J-３）  
　　　　　　　　　われは処女たる　恐怖を愛し、
　　夕されば、臥床の中に引籠り、不
ふ
犯
ぼん
なる
105 蛇体よ、汝が蒼白の鱗光冷たく閃
せん
々
せん
と
　　煌くを、その益
やう
もなき肉の躯
からだ
に感ぜむと、
　　わが髪の　身に絡
から
巻
ま
ける恐れの中に　われは生きむ、
　　息も絶え絶えの肉体よ、貞潔に燃ゆる躯
からだ
よ、
　　氷塊と無斬の雪の　真白き夜よ。
110 而して汝の孤独なる妹
いも
、おお　わが永
とこしへ
遠の妹
いもうと
よ*、
　　わが夢は　汝に向ひて昇るらむ。［…］6  （鈴木信太郎　1963）
　　　　　　　　* 「汝の孤独なる妹……わが永遠の妹」＝「汝の」とは、即ち、不犯なる蛇体、貞潔に燃ゆる肉体の、とい
ふ所有形容詞。「わが」とは、エロディヤードの、といふ義。「妹」と呼び掛ける相手は、鏡の中に映つ
てゐるエロディヤードの姿。
（b-J-４） 
　　　　　　　　　私は処女の恐
わな
怖
なき
が好きなの。
　　私の髪のかもしだす惧れのなかに生きたい。
105 夕暮、臥床にかくれ、この無益な肉
に
体
く
のうちに、
　　処女なる蛇よ、お前の青白い光沢の
　　冷やかな煌きを感ずるために。
　　死に瀕したお前、純潔に燃えるお前、
　　流氷と無残な雪の白夜よ。
110 また、お前の孤独な妹よ、ああ、私の永遠の妹よ、
　　私の夢はお前へと昇る。［…］7 （加藤美雄　1966）
　　　　　　　　*  この不毛の処女はさらに蛇に比較され（106行目）、流氷と雪の白夜にもたとえられている（109行目）
5　『世界名詩集大成３ フランスⅡ』、平凡社、1962年、166頁。
6　鈴木信太郎訳『マラルメ詩集』、岩波文庫、1963年、55頁。
7　加藤美雄訳『マラルメ詩集』、昭森社、1974（1966）年、101頁。
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（b-J-５）
　　　　　　　　　私は処女の恐怖感を愛し、また私の髪が
　　私に与える恐怖の中に住みたいのだ
105 夕には床に入り、犯されることのない蛇よ、
　　この不用の肉体に、お前の蒼白な光が
　　冷やかに輝くのを感じるために。
　　死にかけているお前、純潔にもえるお前、
　　氷片の、残酷の雪の白い夜！
110 そしてお前の孤独な妹よ、おお私の永遠の妹よ、
　　私の夢はお前の方へ昇って行くだろう［…］8 （西脇順三郎　1969）
（b-J-６） 
　　　　　　　　　私は処女でいることの恐怖が好きだし、
　　私の髪が私に与える恐れのなかで生きたいの、
105 夜の帳がおり臥
ふし
所
ど
に退いて、犯されることのない
　　蛇
くちなわ
か、無益な肉体におまえの蒼白い光の
　　冷やかな煌きを感じとるために。
　　息も絶えだえのおまえ、純潔に燃えるおまえ、
　　氷塊と酷薄な雪の白い夜よ。
110 おお私の永遠の姉よ、おまえの孤独な妹にほかならぬ
　　私の夢はおまえの方へと昇ってゆく[…] 9 （野内良三　1981）
（b-J-７）
　　　　　　　　　私は処女の恐怖を愛し、
　　私の髪のかもし出す怖れのうちで暮したい。
105 おお、息絶えながら、純潔に燃えるおまえ、
　　氷河と厳しい雪の白夜よ、
　　ほの明り射すおまえの冷たい輝きを、
　　私は夜、犯されぬ蛇のように寝床にこもって、
　　私の無益な肉体のうちで感じていたい！
110 おお、私の永遠の姉である夜よ、おまえの孤独な妹である
　　私の夢はおまえの方へとあこがれ昇る。［…］10 （立仙順朗　1983）
8　『マラルメ・ヴァレリー詩集』、新潮社、1969年、63頁。
9　野内良三『マラルメ序説』、審美社、1981年、48頁。「舞台」は部分訳になっている。
10　佐藤朔・立仙順朗訳『マラルメ詩集』、ほるぷ出版、1983年、44頁。
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（b-J-８）
　　　　　　　　　私は処女であることの恐れを好む
　　髪がわが内にもたらす恐怖のなかで生き、そして
105 宵ともなれば不可侵の蛇となって
　　褥にこもり、無益なこの肉体のなかに
　　おまえの青ざめた明かりの冷たい輝きを感じたい、
　　おまえ、みずから死に、清らかさに燃える者
　　氷塊と残酷な雪の白い夜よ。
110 そしておまえ（夜）の孤独な妹、おおわが永遠の妹よ
　　私の夢は汝へと昇り行こう。［…］11　　　　 　（森永徹　1983-84）
　　　　　　　　* 「おまえの孤独な妹」と「わが永遠の妹」について、ヌーレは前者をエロディアード自身、後者を夜で
あるとしている。それにたいしてコーンは二人の妹を同一人とみなした上で、それを身の清らかな探求
者、永遠に女性的な天体である月であろうとしている。その根拠は、月の女神と同一視されているロー
マ神話のディアーナ（ギリシャ神話におけるアルテミス）が狩を求めて一人野を駆けめぐったように、月
も夜の荒野をさ迷う孤独者だからである。ヌーレの説のような夜とエロディアードの姉妹関係だけでは
111行の上昇指向が希薄になってしまう。コーンの説では、夜と彼女の一体感は双方の共通の妹をもつこ
とですでに全うされており、しかも112行の、心の澄明性とも呼応している。またマラルメにとって、（死
んだ）妹が他の星になるのは『秋の嘆き』で見られるとおりである。したがってここでの妹には天体、と
りわけ月のイマージュを追い求めたい。
（b-J-９）
　　　　　　　　　私は処女であることの恐怖を愛し、
　　私の髪の毛が私をぞっとさせる怖れの中で生きていたい、
105 それは、夕べとなれば自分の臥
ふし
床
ど
に引き籠って、犯されぬ
　　蛇身よ、お前の蒼白い光の冷たい煌めきを
　　この益もない肉の身に感じていたいがため、
　　息もたえだえのお前、純潔さに炎えているお前、
　　いくたの氷塊と無惨な雪とに輝く白夜さながら！
110 そして　お前*の孤独な妹の私は、おお、私の永遠の姉
きょうだい
妹よ**、
　　夢となってお前に向って昇るだろう［…］12　　 （松室三郎　1987）
　　　　　　　　* 蛇身である肉体。
　　　　　　　　** 鏡の中に映っているエロディヤード自身の姿。
（b-J-10） 
　　　　　　　　　処女であることの恐怖をわたしは愛する、
　　願いは、この髪の毛の身を凍らす恐怖の中に生きること、そして
105 夜ともなれば、我が臥床に引き籠もり、犯される
　　ことなき蛇体、無用なる肉体の内に、仄かに白い
11　森永徹『マラルメの夜』、森永徹論文集刊行会、2001年、54-56頁。
12　松室三郎訳『マラルメ 詩と散文』、筑摩書房、1987年、54頁。「舞台」は部分訳になっている。
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　　御身*の光の冷え切ったきらめきを感じてみたい、
　　今、息絶えんとして、純潔の願いに燃える御身、
　　氷河と仮借なき雪に閉ざされた白い夜よ！
110 そして御身の孤独な妹**はといえば、おお永遠の姉様、
　　わたしの夢はあなたの方へと立ち昇る。［…］13　　　 　（渡邊守章　1992）
　　　　　　　　* この呼び掛けは、110行以下からも明らかになるように、鏡の中に立ち現れているエロディアードの理念
（イデア）的分身である。「処女性」は「氷河」と「仮借なき雪」にとざされた「白い夜」へのヴィジオ
ンへと高まる。
　　　　　　　　* *「鏡」の中の分身に向かって「御身」と言っているのだから、「その妹」とはエロディアード自身のこと。
「永遠の姉様」は鏡の中の自分。
（b-J-11）           
　　　　　　　　　私は処女たる恐怖に愛着し、而
しか
してわが髪ゆえに
　　覚える戦
わな
慄
なき
を感じつつそのさなかで生きたく思うが、
105 そはつまり宵ともなり、褥
しとね
に孤
ひと
り引きこもり、犯されることなき
　　蛇なる身よ、汝が弱々しい光の冷たい煌
きらめ
きを
　　この無用なる肉体のうちに感じていたいがためにほかならぬ、
　　汝、消えゆかんばかり命
いのち
弱き者、汝、純潔に熱く燃える者よ、
　　氷塊と無情の雪との白夜さながらの者よ！
110 而
しか
して貴
あ な た
女の孤独なる妹、おおわが永遠なる姉上、*
　　わが夢がやがて昇りゆくのは貴
あ な た
女のほう。［…］14　　　　　 （『全集』菅野昭正　2010）
　　　　　　　　* 第110行は興味ぶかい。そこでは、二人称の所有形容詞 taと一人称の所有形容詞との機能的な差異を活
用して、エロディアードがいわば二重化され、二人のエロディアードにいったん分化されるからである。
「貴女の」という二人称の呼称が指す相手は、「鏡」に映るエロディアード自身の姿だが、その「貴女の
妹」というのは「鏡」を見ている「私」、あるいは語りかける「私」である。いいかえれば、見る「私」
と見られる「私」、あるいは語る「私」と語りかけられる「私」との対応が、ここでいっそう明瞭にされ
たのである。さらに詩句後半の一人称ma は語る「私」であり、その「私」に「姉上」と呼びかけられる
のは、「鏡」に映る「私」の映像のほうである。つまり前半と後半は、それぞれ二重に分化したエロディ
アードが対向する関係に置かれていることになる。／そんなふうに呼びかけられる「鏡」に映るエロディ
アード（「姉上」）は、形容詞「永遠なる」がそれを証明するように、理想的な形象となったエロディアー
ドである。処女性の純潔の極致に立てこもりつつ、《絶対》、《永遠》、《理想》の圏域で生存する高次の
「夢」を追いつづけるエロディアード。そして次の第111行に示されるとおり、「わが夢」はそちら鏡像の
エロディアードに近づきたいと熱望するのだ。15  　　 
最後に筆者が旧稿で掲げた試訳とそれに付随する旧稿本文とを引用しておく。
（b-J-12）
　　　　　　　　　私は処女であることの恐怖を愛する、そして望みは、
　　私の髪が私に生みだす恐怖のさなかに生き、
13　渡邊守章「ステファヌ・マラルメ『エロディアード　舞台』　訳・註解」、『ルプレザンタシオン』第４号、筑摩書房、
1992年、98頁。
14　『マラルメ全集』第Ⅰ巻「詩・イジチュール」、58-59頁。以下『全集』と略す。
15　同上別冊「解題・註解」、102頁。「舞台」の解題は79-93頁、註解は93-106頁に読まれる。
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105 夜になれば、何にも犯されない蛇となって臥所にひきこもり、
　　おまえの青白い耀きの冷ややかな明滅を
　　無用の肉体に感じることだ、
　　死にゆくおまえ、純潔に燃えるおまえ、
　　氷塊と非情の雪との白い夜よ。
110 そしておお私の永遠の姉よ、おまえの孤独な妹、
　　私の夢はおまえのほうへとのぼってゆくだろう[…]　　 （上田和弘　2007）
　　　　　　　　* エロディアードはいまや、きらめく鉱物質の鱗におおわれた「何にも犯されない蛇」（蛇は地中をするす
ると流れる水の鉱物化したものでもあるだろう）へと同化し、青白く氷結した月光、あるいは雪のよう
な星の光をその「無用の肉体」に反映させて、いよいよ鉱物的な夢想の空間にひきこもり自閉してゆく
ことの欲望を語りはじめる。すなわちエロディアードは、「純潔さに燃える」夜を、「私の永遠の姉」と
呼びかけながら、みずからの夢想をその夜の「孤独なる妹」とみなし、こうして強い親和力でむすばれ
た三者すなわち夜 ‐ 夢 ‐ エロディアードの霊的交流をうたいあげる。この「純潔さに燃える」白い夜
には、諸家も指摘するように、むろん月と純潔の女神ディアーナへの暗示があるといえるだろう。また、
星辰への帰依、星星との交感については、すでに「清らかな星星よ、聞きたまうな」（69-70）や「ふる
える星のような私の羞じらい」（102）ということばのなかでエロディアードが語っていたところでもあ
る。／こうして月光が氷結する夜の天上の世界との霊的交流を語るエロディアード[…]。 16 
　ところで、英語、ドイツ語、イタリア語など欧米語による翻訳の大部分は、基本的にフランス
語原詩の字句を当該言語でほとんど逐語的に置きかえたものが多く、詩句そのものをどう解釈し
ているのか必ずしも判然としない。したがって前節でおこなったようなそれら欧米語の訳の引用
および列挙にあまり意味がないため、ここではむしろ、訳書であれ研究書であれ、当該詩行につ
いてなんらかの解釈をあきらかにしている註や評言があるもののみを以下に引いておく。
（b-F- １） v.110. Et ta sœur solitaire... Hérodiade parle ainsi d’elle-même, puis s’adresse à la 
nuit, « ô ma sœur éternelle» 17 （Emilie Noulet 1940）
（b-F-２） Comment ne pas évoquer le culte lunaire de Salammbô et l’ambivalence du serpent 
（à la fois glacial et phallique） devant le « reptile inviolé» d’Hérodiade, ou son appel à l’astre 
glacé: [vv.110-111の引用]18 （Charles Mauron 1967）
（b-F-３） ... et prenant les étoiles à témoins, elle affirme masochiquement: « J’aime l’horreur 
d’être vierge... /Nuit blanche de glaçons et de neige cruelle ! » Parvenue pour ainsi dire au 
pinacle de la limpidité de son rêve, elle l’offre en holocauste à sa sœur lunaire （qui se meurt et 
brûle de chasteté...） , la lune versant sur sa couche « le froid scintillement» de sa clarté. 19
 （Robert Giroux 1978）
16　拙稿「夢の裸形―マラルメ「エロディアード／舞台」読解の試み」、『フランス文学』第26号、2007年、33頁。「舞台」は
部分訳になっている。
17　Emilie Noulet, L’Œuvre poétique de Mallarmé , Antoine, 1974（1940）, p. 375. 
18　Charles Mauron, Mallarmé l’obscur , Corti, 1967（1941）, p. 76.
19　Robert Giroux, Désir de synthèse chez Stéphane Mallarmé, Naaman, 1978, p.92. 
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（b-F-４） Dans la rime arté-asteté [clarté-chasteté], résonne aussi le nom d’Astarté, déesse 
lunaire, sœur éternelle d’une Hérodiade qui se confine dans des identifications féminines, entre 
le lait de la Nourrice et la nuit hibernale. 20 （Monique Robillard 1993）
（b-F-５） ...l’ensemble de la Scène développera en spirale asphyxiante le devenir-ombre ou 
spectre d’une jeune femme qui ne se veut plus ni jeune ni femme, mais effigie métaphysique, 
fascinée par ce que lui renvoie d’elle-même un monde qui en tous points se définit par rapport 
à elle. Rien ne le montre mieux, au vrai foyer du poème, que la scène du miroir（v.44-117）. 
«Miroir» confondu avec l’image de beauté extrême qu’il renferme. Miroir partageant Hérodiade, 
jusque dans l’énonciation d’un «je» qui est aussi un «tu», en une «sœur solitaire» s’adressant à 
sa «sœur éternelle»（v.107-116）. 21 （Pascal Durand 1998）
（b-E-１） The awesomeness of Hérodiade’s virginity is the theme of the second part. Her 
chastity burns with the same pallor that the snow casts against the night outside. [vv.103-109の
引用] The night, which is cold and dead, is called the eternal sister of Hérodiade. [vv.110-117の
引用]22 （Wallace Fowlie 1953）
（b-E-２） ...she declares her preference for night which alone brings self-realization. “Toi qui 
te meurs, toi qui brûles de chasteté” opens an address to the moon and its goddess, Diana, with 
whom she feels affinity. Like the goddess, Hérodiade reigns at night and associates herself with 
chaste splendor. [vv.110-111の引用 ] The symbol, which confuses the moon with its goddess, 
now takes on the added aspect of night. The address to the night’s “solitary sister”, Hérodiade’s 
“eternal sister,” is an address to death, toward which her dream must turn[...].23
 （Helen Grace Zagona 1960）
（b-E-３） [v.110: And your solitary sister, O my eternal sister （moon: Diana）] “Sister” could be 
a solitary star but it is more likely the moon, Diana, the chaste huntress, an eternally feminine 
orb. [...]Here the cold virginal Diana image of the moon is undoubtedly associated with its 
solitude lost in the night wastes. 24 （Robert Greer Cohn 1965）
（b-E-４） Hérodiade is addressing the “White night of icicles and cruel snow”. [...] Night is 
dying. [...] The night also “burns with chastity”. Underneath the “cold glitter” of what Hérodiade 
says, a fire seems to smolder ready to burst forth at any moment. / In the last section of the 
speech Hérodiade addresses herself to the moon, night’s “solitary sister”, her “eternal sister”. 
Her dream will rise towards the moon[...]. 25 （Frederic Chase St. Aubyn 1969）
20　Monique Robillard, Le Désir de la vierge: Hérodiade chez Mallarmé, Droz, 1993, p. 44.
21　Pascal Durand commente Poésies de Stéphane Mallarmé, Gallimard, «Foliothèque», 1998, p. 101.
22　Wallace Fowlie, Mallarmé, The University of Chicago Press, 1953, p. 132.
23　Helen Grace Zagona, The Legend of Salomé and the Principle of Art for Art’s Sake, Droz, 1960, p.61.
24　Robert Greer Cohn, Toward the Poems of Mallarmé, University of California Press, 1965, p.78.
25　Frederic Chase St. Aubyn, Mallarmé, Twayne Publishers, 1969, p.67.
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（b-E-５） Hérodiade invoking the precious stones that lie buried is, herself, a buried precious 
stone, and thus the aria rises to a moment of Keatsian transcendence in which desire and 
fulfillment are made one in the poetic utterance itself. This occurs at the point at which 
Hérodiade  invokes the Moon: “And your solitary sister, O mine forever now, / My dream shall 
rise toward you: already such”. 26 （Henry Weinfield 1994）
（b-E-６） I love the horror of remaining a virgin and I want to live with the fear which my 
own hair causes me so that, at night, I can lie on my bed like some inviolate serpent and feel, on 
my unused body, the cold gleam of the moon's pale light, the dyning moon, the shining symbol 
of chastity, above the night landscape of ice and cruelly cold snow. And so, being your sister in 
solitude, my dream will drift up towards you, my eternal, heavenly sister. 26bis （Chadwick 1996）
（b-D-１）Die Mimikry ans Anorganische, Unfruchtbare, Siderische wird hier in dreifacher 
Anrufung gefeiert, in einer einzigen Hymne an die Nacht, der Herodias gleichen will: die 
innerirdische Nacht der “amethystnen” unt metallischen Gärten（v.87-94） und die au㸥erirdische 
der kalten Sterne, des Eises und Schnees（v.103-109 und v.110-117）. 27 （Gerhard Gœbel 1993）
（b-I-１）... la metafora riassuntiva della luna （astro morto e immortale） ai vv.115-116: «Et ta 
sœur solitaire, ô ma sœur éternelle / Mon rêve montera vers toi... »28 （Luigi de Nardis 1976）
（b-I-２） （vv.108-109）Hérodiade invoca la gelida notte al pari d’una divinità tutelare, simbolo 
del freddo a cui si sente votata. L’immagine della sorella （v. 110） la si ritrova in altri luoghi 
della poesia mallarmeana, ad esempio in Soupir o in Prose: figura del doppio, essa comporta la 
suggestione d’una somiglianza analoga a quella prodotta dallo specchio. Proprio lo specchio può 
spiegare qui le parole di Hérodiade, che scorge nella sua immagine riflessa la sorella ideale, la 
carne parallela che non potrà mai subire contagio. Altra lettura di «sœur éternelle » è la luna - 
cui ben si accorderebbe l’atmosfera di «pâle clarté» notturna evocata poco prima.29
 （Luca Bevilacqua 1997）
（b-I- ３）L’ultima parte dell’invocazione è rivolta alla dea stessa della verginità e castità, a 
Diana o Artemide, che, pur non nominata, appare con uno dei tradizionali suoi simboli, la luna o 
luce lunare. Ci sono anche altre letture, ma questa è la più corretta[...]／Il possessivo in  «Et ta 
sœur solitare» indubbiamente si lega alla notte,  «Toi qui te meurs, toi qui brûles, etc.». Si 
verifica uno sdoppiamento dello stesso referente, prima «sœur solitaire» della notte, poi, subito 
dopo, «sœur éternelle» della narratrice. 30 （Giuseppe Martoccia 2007）
26　Stéphane Mallarmé, Collected Poems, translated and with a commentary by Henry Weinfield, University of California 
Press, 1994, pp.177-178.
26bis　Charles Chadwick, The Meaning of Mallarmé, Scottish Cultural Press, 1996, p.49.
27　Stéphane Mallarmé, Gedichte, übersetzt und kommentiert von Gerhard Goebel, Lambert Schneider, 1993, p. 321.
28　Luigi de Nardis, «les Noces d'Hérodiade: dubbi e proposte », in Rivista di Letterature moderne e comparate, dicembre 
1976, repris dans Saggi di filologia affettiva tra otto e novecento, Edizioni Scientifiche Italiane, 1985, p.94.
29　Mallarmé, Le Nozze di Erodiade: Mistero, traduzione e cura di Luca Bevilacqua, Novecento, 1997, p. 85.  
30　Giuseppe Martoccia, Hérodiade, Scène, Aracne, 2007, pp. 116-117.
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　以下では、基本的に最新訳『全集』（b-J-11）を中心に各種ある日本語訳にそって、詩句の解釈
をめぐる問題を検討していくことにする。　
　その前に、原詩にもとづいて当該詩句全体の構造を確認しておこう。
　詩句の展開を概括的にいえば、独白ではじまったかにみえた「私」je（＝エロディアード）の
発話空間にあって、修辞学用語でいう頓呼法がつぎつぎとくりだされ、対話者（interlocuteur）と
しての「おまえ」tuの形象が呼びいれられ刻まれてゆくことで、しだいにje-tuの内密な人称的空
間が現出し、かつその空間が漸層的に拡大し濃密化していく過程がまずそこにある。具体的には、
最初第107行（Le froid scintillement de ta pâle clarté「おまえの青白い光の冷ややかな明滅」）で
二人称所有形容詞taによって 対
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話 者 の出現がわずかに示唆され、つぎの第108行（Toi qui te 
meurs, toi qui brûles de chasteté「死にゆくおまえ、純潔に燃えるおまえ」）でいよいよ二人称強
勢形代名詞toiによる本格的な呼びかけによってその属性の提示をともないつつしかしいまだ正
体不明のまま呼びおこされた対話者は、つづく第109行（Nuit blanche de glaçons et de neige 
cruelle）でようやく実詞のかたちをとったさらなる呼びかけにおいてそれが「氷塊と冷厳な雪か
らなる白い夜」であることがあきらかとなり、こうして徐々にヴェールを脱ぐようにエロディアー
ドの発話空間に「私」の対話者としての「おまえ」の形象がうかびあがってくる。そしてつづけ
て第110行（Et ta sœur solitaire, ô ma sœur éternelle）でこんどはその対話者が「私の永遠の姉」
と呼びかえられ「私」との関係性が明かされたうえで、つぎの第111行（Mon rêve montera vers 
toi...「私の夢はおまえのほうへとのぼってゆくだろう」）にいたっていまいちど対話者が強調され
るように――第108行にあらわれた同じ――二人称強勢形代名詞toiでふたたび受けなおされ、最
終的にje-tuの人称的空間はその対話者のほうをめざして収束していく。
　日本語訳についてみると、筆者がいまのべた詩句の構造と展開のとらえかたとはすでに異なる
ものが少なからずあるが、ただその相違点についてはこのあと必要に応じ適宜ふれることとして、
上でみたように「私」（＝エロディアード）の発話がさしむけられている対話者が同一対象であり
ながら頓呼法とあわせてさまざまに呼びかえられているところから、それを整理する意味で以下
に表にしたものを掲げる。
【B-１】（訳は筆者による）　　　
第108行：　Toi qui te meurs, toi qui brûles de chasteté（死にゆくおまえ、純潔に燃えるおまえよ）
第109行：= Nuit blanche de glaçons et de neige cruelle （氷塊と冷厳な雪からなる白い夜よ）
第110行：= ma sœur éternelle （私の永遠の姉よ）
第111行：= toi （おまえ）31
31　なお第108行のtoiは「白い夜」（第109行）にむけた呼びかけであることは問題ないとして、その後一行分の空白がある
ためか、第110行のma sœur éternelleで頓呼法の対象が「夜」からより限定された「月」へと微妙に切り替わっているとと
らえる解釈も少なからずある（たとえばb-F-2, b-F-3, b-F-4, b-E-3, b-E-4, b-E-5, ,b-I-1, b-I-3など）。あえて忖度すると
この解釈は、「月」そのものは詩句それじたいに明示的には名ざしされていないにせよ、ta sœur solitaireを「おまえ（＝白
い夜）の妹」と解釈してそれをまず「月」であると考え、つぎのma sœur éternelle「私（＝エロディアード）の永遠の姉
（妹）よ」はその月があらためて呼びかけの対象となり、それがさらに代名詞で受けられて第111行末のtoi「おまえ」となる
という読み筋なのかもしれない。ただ筆者自身は、あとで述べるように「白い夜」にすでに「月」への暗示を見てもいいの
ではないかと考えている。なおチャドウィック（b-E-6）は呼びかけの対象すべてを「月」と解釈しているようにみえる。
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　ところで日本語訳のうち、注目すべきは、b-J-１（秋山）、b-J-３（鈴木）、b-J-５（西脇）、
b-J-９（松室）およびb-J-11（菅野）は、第105行 にあらわれたreptile inviolé（何にも犯されな
い蛇）を呼びかけ語として訳していることである。なかでもb-J-11（菅野）は、そのreptile inviolé
でもって、そこからすでに【B-1】に見た同一の対象にむけて呼びかけがはじまっているととら
えているようにみえることである。この解釈をいま表にしてみると、つぎのようになるだろう。
【B-2】（菅野訳による）　　　
第105行：　reptile inviolé （犯されることなき蛇なる身よ）         　　　 
第108行： =  Toi qui te meurs, toi qui brûles de chasteté（汝、消えゆかんばかり命
いのち
弱き者、汝、純
潔に熱く燃える者よ）
第109行： = Nuit blanche de glaçons et de neige cruelle（氷塊と無情の雪との白夜さながらの者よ）
第110行：= ma sœur éternelle （わが永遠なる姉上）
第111行：= toi （貴
あ な た
女）
                                  
いっぽう訳に付された註解に目を向けると、b-J-10（渡邊）は【B-１】の読み筋に立って（渡邊
訳はreptileを呼びかけとみなしていない）、b-J-11（菅野）は【B-２】のそれに立って、表にあ
らわれた形象がすべて同一の対象、すなわち
　　b-J-10（渡邊）： 「鏡の中の分身」あるいは「鏡の中に立ち現れているエロディアードの理念
（イデア）的分身」
　　b-J-11（菅野）： 「鏡に映るエロディアード自身」あるいは「鏡に映る［…］理想的な形象と
なったエロディアード」
がさまざまに言いかえられ、また呼びかけられているのだとしている。その結果、とくに【B-２】
の読み筋に立つb-J-11（菅野）にしたがえば、reptile invioléからすでに、エロディアードの、鏡
に映る自己自身への対面とその鏡のなかの自己にむけた一連の呼びかけが早くもはじまっている
ことになる。つまりこの解釈では、第105行のreptile inviolé（菅野訳「犯されることなき蛇なる
身よ」）も、第109行のNuit blanche de glaçons et de neige cruelle（「氷塊と無情の雪との白夜さ
ながらの者よ」）も、ともに「鏡に映るエロディアード自身」の姿ということになる。そしてこの
読み筋から当然ではあるが、第110行（Et ta sœur solitaire, ô ma sœur éternelle）におけるma 
sœur éternelle （「わが永遠なる姉上」）も「鏡に映るエロディアード自身」にむけて呼びかけられ
たものということになり、32いっぽうta sœur solitaire（「貴
あ な た
女の孤独なる妹」）のほうは「鏡を見
ている」エロディアードとみなされている。33ただいずれにしても、b-J-10（渡邊）とb-J-11（菅
32　なお註のあるものでは、b-J-9 （松室）は、第109行までのエロディアードの呼びかけの対象はすべて「蛇身である肉体」
への呼びかけととらえているようで、一行空白をはさんでの第110行からはしかし呼びかけの対象が切りかわって、こんど
はma sœur éternelleを「私の永遠の姉妹よ」と訳した上で、それを「鏡の中に映っているエロディヤード自身の姿」と解
釈しているように思われる。またta sœur solitaireは鏡の前のエロディアードつまり発話者の「私」自身を指しているとと
らえているようだ。
33　b-J-1, b-J-3, b-J-4, b-J-5, b-J-8では、ta sœur solitaireとma sœur éternelleが、ともに「妹」と訳されている。そのうち註
解のあるものでは、 b-J-3（鈴木）は、前者を「汝」（＝第109行まで呼びかけの対象であったと鈴木が見なしている「不犯な
る蛇体、貞潔に燃ゆる肉体」）の「孤独なる妹」ととらえ、後者を「私」（すなわち発話者としてのエロディアード）の「永
とこしへ
遠
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野）はそれぞれ読み筋において【B-１】と【B-２】というちがいはあるけれども、内容解釈の観
点からみれば、両者はほぼ原詩の引用箇所（第103行以下）あたりからすでにエロディアードが鏡
に向かいあって「鏡の中の分身」（渡邊）と自己対面をはじめているという解釈をとっていること
に変わりはない。34少なくともエロディアードの台詞にあって頓呼法をもちいて展開されるje-tu
の人称的空間は、あくまで鏡を見ているエロディアードと「鏡に映るエロディアード自身」（菅
野）との内密な自己対話の世界であると了解されているように思われる。そしてそれはより詳細
なb-J-11（菅野）の註解にしたがえば、鏡を見ているエロディアードが、「鏡像のエロディアー
ド」―同註の別の表現では「処女性の純潔の極致に立てこもりつつ、《絶対》、《永遠》、《理想》の
圏域で生存する高次の『夢』を追いつづける［…］理想的な形象となったエロディアード」に「近
づきたいと熱望」するなかで、その「夢が昇りゆくのにつれて」、鏡の前のエロディアードが「鏡
に映るエロディアードのほうに一体化する方向をたどる」場面ということになるようだ。また
b-J-10（渡邊）では、とくに第109行（Nuit blanche de glaçons et de neige cruelle）は、エロディ
アードの「理念（イデア）的分身」がたちあらわれている鏡のなかでその「処女性」が「『氷河』
と『仮借なき雪』にとざされた『白い夜』のヴィジオンへと高ま」ったものと解釈されている。35
　ここで筆者の解釈を提示すると、じゅうらい筆者は問題の原詩について、まず【B-１】の読み
筋に立ったうえで、その全体の解釈においては最初に掲げた日本語訳でいうとb-J-６（野内）や
b-J-７（立仙）とまったく同じ読みかたをとってきた。すなわち、まず第105行のreptile（蛇）に
ついては、【B-２】の解釈にあるような呼びかけの対象ではなく、当該文の主語でもある語
ロキュトゥール
り手
の「私」つまりエロディアードの同格語として筆者はとらえる。36いっぽう生物も無生物も自由
に発話空間に呼びだせる頓呼法によって、第108行で 対
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話 者 として「おまえ」と呼びかけられ
た対象は、つぎの第109行でその指示内容が「氷塊と冷厳な雪からなる白い夜よ」と明示され、つ
いで第110行でそれがこんどは「私の永遠の姉よ」とあらためて呼びかけなおされているという
【B-１】の読み筋はむろん変わらない。ただしこの「氷塊と冷厳な雪からなる白い夜」は、さき
ほどの二者の解釈にみられるような鏡に映る「理想的な形象となったエロディアード」（菅野）、と
りわけb-J-10（渡邊）が説くような「鏡の中に立ち現れているエロディアード」の「処女性」が
の妹」ととらえ、同一対象であるそれをつまりは「汝」と「私」両者にとっての共通の「妹」としたたうえで、「妹」の内
実を「鏡の中に映つてゐるエロディヤードの姿」と解釈しているのではないかと推察される（b-J-9（松室）と解釈は似てい
るが、少し異なる部分もある）。b-J-8（森永）も両者をやはり同一の対象としてとらえ、しかしそれを「天体、とりわけ月
のイマージュ」と解釈しているように思われる。
34　b-J-11（菅野）ほどに精到に字句に即した注釈が付されているわけではないが、当該の場面について欧米の研究者の読
解のなかではフランスのパスカル・デュラン（b-F-5）にそのような読みの示唆があるほか、イタリアの研究者ルーカ・ベ
ヴィラックァ（b-I-1）がそのような解釈をとっているようだ。ただし後者は「姉」が「月」であるとする別の読みも可能で
あると書きそえてもいる。ほかに筆者の目にふれたかぎりでは、加覧伸彦（「マラルメにおける〈不毛性〉について」『Gallia』
第14号, 41-51頁, 1974）、寺田光徳（「マラルメの鏡」、『フランス語フランス文学研究』第39号, 70-79頁, 1981）などがその論
文で、この場面をエロディアードの、鏡像つまり鏡に映る自己との対面の場とする解釈をとっているようである。
35　b-J-11（菅野）はしかしこの「白い夜」については残念ながら何の註釈もくわえていない。
36　筆者（b-J-12）のものもふくめて、日本語訳ではb-J-2, b-J-6, b-J-7, b-J-8, b-J-10がreptile（蛇）を語り手je＝エロディアー
ドの同格語として訳している。また逐語的な置きかえとなっている場合が多い欧米語の翻訳のなかではチャドウィック
（b-E-6）のほか、マッキンタイヤーの英訳：thus, at evening, on my couch, a snake / inviolate, to feel in my useless 
flesh...（Mallarmé, Selected Poems, translated by C.F. MacIntyre, University of California Press, 1957, p. 39）、ハートレーの
英訳：I may feel like an inviolate reptile in my useless fresh...（Mallarmé, edited with an introduction and prose translations 
by Anthony Hartley, Penguin Books, 1965, p. 47）、ボズレーの英訳：reptile-like to crouch / Inviolate at evening on my 
couch...（Mallarmé: The Poems, translated and introduced by Keith Bosley, Penguin Books, 1977, p. 111）、フィッシャーの
独訳：des Abends auf dem Bett, unnahbar wie die Schlange...（Mallarmé, Sämtliche Dichtungen, Übersetzung der 
Dichtungen von Carl Fischer, Carl Hanser, 1992, p.55）がとりわけ「蛇」が呼びかけの語ではないことをはっきりと示す訳
ではないかと思われる。
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「白い夜のヴィジオンへと高ま」ったものなどではなく、まずは文字どおり「氷塊」のように冷た
く氷結した月と「冷厳な雪」のように白く結晶化した光を降らせる星とをいただく「夜」そのも
のではないかと筆者は考える。エロディアードは、非生命的な冷たく〈氷結したもの〉、固く永遠
に変質することのない〈鉱物的なもの〉、〈無機的なもの〉へのあこがれゆえに夜にたいして強い
親和性を感じているのである。いまにも消え入るように弱々しくまたたき非生命化無機化してゆ
く夜（「死にゆくおまえ」）、しかし無機化してゆくことでかえって不死的なものとなり、氷結し結
晶化することで生の汚れがそぎおとされ、いっそう燃えんばかりの浄化された純潔の白をきわだ
たせる夜（「純潔さに燃えるおまえ」）――みずからが同化したい対象としてのそうした夜にむけ
たエロディアードの讃仰と景慕がそこにあるではないか。対話相手が頓呼法をもちいてエロディ
アードによってくりかえし呼びだされ、〈私-おまえ〉je-tuの人称的空間がこうして濃密にふか
まってゆく場は、鏡を見ているエロディアードと鏡に映るエロディアードとの自己対面の内密な
小宇宙などではなく、「金属のような不毛の冷ややかさ」（第39行）をもつ地下動物、「蛇
レプチル
」たらん
とするエロディアード（je）と、月にまれ星辰にまれその光が「氷塊と雪」へと冷たく氷結した
天上の白い「夜」（toi）とが垂直に交感し感応しあう宇宙大にひろがる霊的交信と交流の世界な
のである。b-J-11（菅野）の解釈は、「蛇」も「白い夜」も、ともにすべて「鏡に映るエロディ
アード」の呼びかえ、ないしその比喩形象として、エロディアードの発話空間における同一の対
話者ととらえていた。そういう意味で、筆者の解釈――地上をつらぬいて垂直に切りむすぶ、形
象的にはたがいに青白い光を照りかえしあう地下的な「蛇」（je）と天上的な「氷塊と雪との白い
夜」（toi）の壮大な交感と感応のディナミスムのなかでの「わが夢」の上昇運動を読みとる筆者
の解釈は、b-J-11（菅野）の解釈とは完全に相違するものである。
　いっぽうさきほど「氷塊」のように冷たく氷結した月と「冷厳な雪」のように結晶化した星の
瞬きからなる「夜」であると敷衍した「純潔さに燃える［…］白い夜」（第108-109行）は、それ
がさらに第110行で「私の永遠の姉」と呼びかけられ、いっそう擬人化されていることに注目する
と、そこにはとりわけ夜の天界の中心に座し、夜を宰領する月の女神にして「純潔」chastetéの
神であるディアーナ（アルテミス）へのほのかな暗示もふくまれているのではないかと筆者は考
えている。37したがって、「私の夢はおまえのほうへとのぼってゆくだろう」（第111行）という発
話はエロディアードのそうした夜そしてとりわけその夜を支配する処女神への讃仰と帰依を語っ
ているということになるだろう。エロディアードの想像のまなざしは、鏡の内へと向かっている
のではなく、あくまで夢みられる外なる天上の夜へと、月（の女神）へと向かっているのである
（とはいえエロディアードがこのように独白する「舞台」の現在時が夜であるというわけではむろ
んなく、第86-94行での鉱物的な地下世界への同一化願望がそうであったように、それとの合一化
が念じられているエロディアードの夢想の対象としての「白い夜」がいまここで問題となってい
るのである）。そしてこのエロディアードの熱をおびたような「白い夜」への帰依の表白を、みず
37　「白い夜」に月、そしてさらに月の女神にして処女神ディアーナ＝アルテミス（あるいは月の女神にして地下世界の女
王でもあるギリシア神話のヘカテーも想起されるが）への暗示といった月（神）崇拝を読みこむことは、上に掲げたこれま
での「舞台」関連の研究書や論文などでも見られるが、筆者自身も、第125行で名ざしされる愛の女神ウェヌスとの対比や
のちにふれる詩「花々」との連関が潜在していることを指摘したうえで、そうした解釈は可能だと考える。たとえばイタリ
アの研究者ジュゼッペ・マルトッチャ（b-I-3）は、まず「処女と純潔の女神そのものdea stessa della verginità e castità」で
あるディアーナ（アルテミス）を読みとるのが「もっとも正しい」としている。なおさきほど脚注でもふれたように、エロ
ディアードの台詞が第108行の「白い夜」にむけた呼びかけから、一行分の空白があって、第110行のma sœur éternelleへ
の呼びかけに転じるなかで、頓呼法の対象が「白い夜」から「月」へと移行しているととらえる解釈も少なからずある。   
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から雪や氷のような無機的な白い光そのものと化した星となることへの38、つまりはエロディ
アードの死へのつよい衝迫のように乳母は感じたからこそ、このあとただちにその死が間近にさ
し迫っているかのように「あなたさまはこれから死のうとされているのかallez-vous donc 
mourir?」（第118行）とエロディアードに近接未来形で問いかけているのではないだろうか。「人
間的なものは何も要らぬ」（第82行）と地上的なものを拒否するエロディアードにとって、「生き
るべき圏域」とは、太古よりふかく眠る鉱物質の冥い地下世界（第86-94行）でなければ、死にゆ
く白く氷結した夜の天上世界であり、しかしそうした無機的、非生命的な世界への参入願望は、乳
母の世俗的、現世的な理解にたてば、此岸で生きることの拒否を意味することになる、つまり乳
母はそれをこの世ならぬ彼岸への憧憬にして彼岸への出立すなわち死への祈願とうけとったにち
がいない。けだし乳母の現世的な目には地下の鉱物世界も天上の氷結世界も非生命すなわち死の
世界なのである。しかしエロディアードにとっては同じその非生命の世界は、まさに非生命であ
るがゆえにこそ永遠に処女性が氷結し、犯されざるかたちで結晶化する不死不壊の世界にほかな
らない。39
　つぎに第110行（Et ta sœur solitaire, ô ma sœur éternelle）の「おまえの孤独な妹」ta sœur 
solitaireについていえば、それは「鏡を見ている『私』」（菅野）つまり鏡の前のエロディアード
を指しているのではなく、次行の「私の夢」mon rêveの同格語であると筆者は考えてきたが、こ
れも「おまえの孤独な妹にほかならぬ／私の夢は…」と訳しているb-J-６（野内）と「私の永遠
の姉である夜よ、おまえの孤独な妹である／私の夢は［…］」と訳しているb-J-７（立仙）のと
おりである。40エロディアードにとってみずからの孤独な「夢」、より正確にいえば蛇さながらの
「金属の不毛な冷ややかさ」をもつ自己の鉱物化の「夢」は、氷塊と冷厳な雪に氷結した「白い
夜」の「孤独な妹」sœur solitaireなのであり、いっぽうエロディアード自身はその「白い夜」に
たいして「永遠の姉」sœur éternelleを見るようなつよい親和力でむすばれた慕わしい同
はら
胞
から
とし
ての絆を感じているというわけである。エロディアードの願いとは、「私」という存在を軸に、か
つて自身を「青白い百合」（第19行）と夢みたこともある「私」、そしていまは「金属の不毛な冷
ややかさ」につつまれた自己を夢みる「私」、そんな「私」の内なる孤独な「夢」が、白く氷結し
た外なる永遠の「夜」へと垂直に立ちのぼり、地上をこえて両者が直截に呼びかわし親密に感応
しあうというものである（ただし旧稿でも述べたように41自己の物質化＝無機化としての鉱物的
な自己の夢は、「舞台」におけるエロディアードの存在史においては、かつての自己の霊化＝精神
化としての百合の夢以後
4 4
にあらわれたものであり、エロディアードにとってあくまで前者は後者
にたいして二次的な夢にすぎないことはいいそえておかねばならない）。そしていうまでもなく、
ここで思い出されるのは、「泣きぬらす
4 4 4 4 4
月（la lune qui pleure）のほうへと夢みるように立ちの
ぼってゆく／百合のすすり泣く
4 4 4 4 4
白さ（la blancheur sanglotante des lys）」という詩「花々」（1864
38　b-J-8（森永）も指摘するように、妹マリアが死んで星になったことを語るマラルメの散文詩「秋の悲歎」（1864年）が
思いおこされる。また「人々は［死者の］霊魂が空中や宇宙空間を通って進んだ後、光り輝く星々の姿をとって天空に住む
と信じるようになった」（フランツ・キュモン『古代ローマの来世観』小川英雄訳、平凡社、1996年、126頁）という古代信
仰ないし民間信仰的な観念を想起してもいいだろう。
39　「舞台」第7-8行にも関連する、この死と不死のパラドクスについては、前掲拙稿27頁を参照。
40　b-J-12（上田）でのべたように結果的に夜 ‐ エロディアード ‐ 夢が三姉妹をかたちづくる。なお語順も含めて逐語的
な語の置きかえになっているものが多い欧米語訳のなかで、チャドウィック（b-E-6）のほか、Your lone sister, my dream 
will rise toward you, O / my everlasting sisterとしたブラックモアの英訳（Mallarmé, Collected Poems and Other Verse, 
translated with notes by E. H. and A. M. Blackmore, Oxford University Press, 2006, p. 37）が、あえて原詩と語順を変えて
ta sœur solitaireとmon rêveとが同格とわかるようにした訳ではないかと思われる。
41　前掲拙稿36頁参照。
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年制作）の一節であり、以前の詩では百合と月とが両者とも〈流体的（液体的）なもの〉として
たがいに感応しあっていたものが、「舞台」の〈現在〉では蛇と白い夜（月）というともに〈氷結
したもの〉、〈鉱物的なもの〉どうしが感応しあう夢へとなりかわっているとも読めるだろう。い
ずれにしてもここに、「花々」が書かれた1860年代前半のマラルメの詩的創造の地平と「舞台」と
の主題論的な変容をともなったある種の連関がみてとれるはずである。42
　ところで、さきほどのb-J-10（渡邊）とb-J-11（菅野）に共通する解釈の要点をもう一度書き
しるせば、両者は冒頭引用した第103行あたりからはじまるエロディアードの独白全体を、鏡を見
ているエロディアードと鏡に映るエロディアード自身との対面の場面とみなしていることであっ
た。それは、b-J-11（菅野）の表現をもちいれば、「見る『私』」と「見られる『私』」あるいは
「語る『私』」と「語りかけられる『私』」との対面ということになる。ただし精細な同註にしたが
えば、エロディアードのその「鏡に映る映像」との対面は、ナルシス的＝自己愛的なものという
より、エロディアードは鏡のなかに「処女性の純潔の極致に立てこもりつつ、《絶対》、《永遠》、
《理想》の圏域で生存する高次の『夢』を追いつづけるエロディアード」を見いだし、鏡像である
その「理想的な形象となったエロディアード」に「近づきたいと熱望」しているということであっ
た。そしてこれは、このあとすぐ引用する「舞台」前段の第44行「おお鏡よ…」以下で展開され
る鏡をまえにしたエロディアードの名高い独白の場面、それに付された『全集』註解でも、「そこ
〔＝鏡〕に現われるのは、《絶対》、《永遠》、《無限》など窮極の圏域へと思考を深めつづける存在
としてのエロディアード、あえていえば日常の現実世界を超えたもうひとりのエロディアード」
（菅野）であると記されているところから、鏡をまえにしたエロディアードの過去と現在のふたつ
の体験がほぼ同質のものとみなされているのではないかと推察される。
　それにたいして筆者は、そうした『全集』菅野註解にみられる解釈とはことなり、鏡はけっし
てそのような体験の場を構成する装置として機能していないと考えている。エロディアードの前
に鏡がある体験において、鏡にはけっしてエロディアードにとっての高次の自己同一性、理想的
な自己など映しだされてはいないというのが筆者の解釈である。
　鏡は、私の内面化された想像的自己にたいして、それとは疎遠な、外化されたものとしての現
実の自己をつきつける。あるいは市川浩にならっていえば、鏡にあらわれた私は、私にはかくさ
れた未知の顔であり、私の身
4
知っている内面の顔ではないのだ。43つまりこういうべきである、鏡
はたしかに――他者そして乳母の目からすれば――美しいエロディアードを映しだしているのか
もしれない。しかし鏡の前にいるエロディアードにとっては
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、それはちがうのだ。鏡のまえにい
4 4 4 4 4 4
るエロディアード自身にとっては
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
それは美しくないのだ。内面にある想像的自己の姿とは似ても
似つかぬものなのである。エロディアードはみずからの内面化された想像的自己を鏡にもとめて
「いくたびも」その前に立つが、そういう自己はしかし鏡のなかのどこにも見いだされない。そこ
42　この点についても前掲拙稿36頁を参照をされたい。
43　哲学者の市川浩は独自の用語をもちいて鏡体験を次のように論じている。「私が親しく身知っている（見ることはでき
ないのだから）顔は、内側からの顔である。他者から見ればかくされた内面の顔が、私にとってはあらわれた外面の顔であ
り、他者に対してあらわれた外面の顔は、私にはかくされた未知の顔である。それは他者にどう見えているか分からないと
いうことではない。私が身知っている凹形の内面の顔が私には外面の顔であり、私の身知らない凸形の外面の顔はむしろ私
の内面の闇をかくしているように思われる。三面鏡をのぞいたことのない私は、新幹線の洗面所の三面鏡で、見
4
知らず、身
4
知らぬ私の外面の横顔に突然おそわれると、自分の闇に顔をつっこんだように狼狽してしまう。自分の顔は私にとって、もっ
とも遠い闇である」（市川浩『〈私さがし〉と〈世界さがし〉』岩波書店、1989年、7-8頁、傍点原文）。「舞台」の第44行「お
お鏡よ…」以下の独白部分で、エロディアードが鏡のなかにみずからの姿が「遠い闇＝はるかな亡霊」une ombre lointaine
として出現するのを恐怖をもって目撃したと語る部分との照応が興味ふかい。またフロイトがかれの有名な論文「不気味な
もの」に付した注で、鏡に映る自己が見知らぬ他者として見えてしまった経験を語っていたことも思い出されよう。
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には逆に、つねにどうしても自己として認めがたい、また認めたくない異
い
なるものが映しだされ
ているのだ。それゆえにこそ鏡は、エロディアードにとって、そんなはずはないと、鏡がつきつ
ける自己像を否認しつつ「いくたびも」そして「何時間となく」見えるはずの自己
4 4 4 4 4 4 4 4
を求めて見い
らないではいられないものだったのだ――しかしむろん空しく。
　これこそが、「舞台」前段第44行以下でエロディアードが回想している鏡を前にした体験の内実
であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O miroir! 
　45　 Eau froide par l’ennui dans ton cadre gelée
　　　Que de fois et pendant les heures, désolée
　　　Des songes et cherchant mes souvenirs qui sont
　　　Comme des feuilles sous ta glace au trou profond,
　　　Je m’apparus en toi comme une ombre lointaine.
　50　 Mais, horreur! des soirs, dans ta sévère fontaine,
　　　J’ai de mon rêve épars connu la nudité!
　　　　 （おお鏡よ、／冷たい水、倦怠によっておまえの縁のなかに凍りついた冷たい水よ、／いくたびも、そして何時間
となく、夢想に／打ちひしがれ、奥深い穴をもつおまえの氷の下に／葉のように沈む私の記憶をまさぐりつつ、／
私ははるかな亡霊のようにおまえのなかに出現したことか。／それにしても怖しいこと、幾夜となく、おまえの峻
厳な泉水のなかで／私は、散乱するわが夢の裸形の姿を知ったのだった。）
　「舞台」のなかでもとりわけ引用されることの多い一節である。
　筆者の解釈の前提として、この鏡にむかってエロディアードが語りかける場面にあって「私は
散乱するわが夢の裸形の姿を知った」（第51行）という台詞で言及されている「夢」、すなわちエ
ロディアードがそこで語る「わが夢」とは、自己が〈百合〉であることの夢であったと解すると
ころにある（ここでもすでに『全集』菅野註の解釈との決定的な相違がある）。そしてこの場面で、
「私は散乱するわが夢の裸形の姿を知った」と語られる体験とは、それまで純潔にして霊的な青白
い〈百合〉という内面化された想像的自己を固く保持してきたエロディアードが、鏡に映しださ
れた、外化された自己を「いくたびも」目撃することによって、いいかえれば身体的変化をとも
なって女として成長し成熟してゆく官能と肉と血に支配されつつある現実の自己、「荒々しい悦楽
をひめた香りとなって／その衣の萼から裸身の白い戦きがたちのぼる」（第97-99行）いわば馥郁
たる〈薔薇〉ならんとする自己（この自己はしかし乳母のような現世的な他者の目からすれば「美
しい」ということになるだろう）をいくたびとなく目撃することによって、内面化されたみずか
らの想像的自己、〈百合〉としての自己が完全につきくずされてしまうという体験であったと考え
る。44その体験は、「舞台」のさらに先行する詩句（第16行以下）のなかですでに同じく過去の回
44　「舞台」における〈百合〉の形象を考える場合、筆者は、〈百合〉と〈薔薇〉とが対比的対立的にたちあらわれていた
1864年制作の詩「花々」との連関性を重視して、旧稿で次のように述べた。「〈薔薇〉と〈百合〉。この二種類の花は、エロ
ディアードがはじめてマラルメの詩、1864年制作の「花々」のなかに姿をあらわしたとき、鮮烈な対照性をみせてそこに競
いあうように咲き誇っていた。「女の肉体にも似た、残酷な／薔薇、明るい庭に咲き誇るエロディアード、／輝かしくも荒々
しい血にぬれた」薔薇と「涙ながす月にむかって夢見るように立ちのぼってゆく／すすり泣く白さ」をまとった百合。 こ
こで、〈薔薇〉すなわち血、陽光、肉体性、官能、生、地上性、〈百合〉すなわち涙、月光、精神性、純潔、夢、天上性──
というふうに、やや図式的ながら、〈薔薇〉と〈百合〉とがそれぞれ関係する諸事物や象徴し暗示している諸観念の目録を
作成することはいうまでもなく可能であろう。そして重要なことは、「花々」に登場したエロディアードは、そこに薔薇の
化身として、あるいは肉体性、官能、生、地上性といった観念を一身に体現した〈薔薇〉そのものとして姿をみせていたの
であった。このような「花々」との主題論的な連関からすれば、「舞台」にあらわれたエロディアードの〈百合〉の夢とは、
肉体性、官能、生といった要素を排除拒絶して、自己の精神性、純潔、天上性を永遠化する欲望であったといえようか」（前
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想のかたちで具体的に語られていた――
　　　Mais encore as-tu vu quels furent mes effrois ? 
　　　Je m’arrête rêvant aux exils, et j’effeuille, 
　　　Comme près d’un bassin dont le jet d’eau m’accueille, 
　　　Les pâles lys qui sont en moi, tandis qu’épris 
　20　 De suivre du regard les languides débris          
　　　Descendre, à travers ma rêverie en silence, 
　　　Les lions, de ma robe écartent l’indolence...
　　　　 （さらにおまえは見ただろうか、私の恐怖がどんなものだったかを、／流謫を夢みながら私は歩みをとめ、そして
摘みとってゆく、／噴水が私をむかえるそんな水盤のかたわらにいるかのように、／私の内なる青白い百合の花を。
と、そのとき獅子たちは／夢中になって萎れきった花の残骸が、私の夢想をよぎって、／しめやかに落下してゆく
のを目で追いながら、／私の衣のしどけなさを押しやって／海をも鎮めるであろう私の両足をみつめる…）
内なる夢の空間において〈百合〉たるエロディアードが摘みとってゆく百合の花びら（あるいは
葉）の一片一片は、外なる現実の空間においてエロディアードが脱ぎ落としてゆく衣の一枚一枚
に重なりあっている。そのときエロディアードが恐怖をもって目撃したもの、それはおそらくみ
ずからの裸形としての自己の肉体であり、また霊的な青白い〈百合〉ではけっしてない人間とし
てのおぞましい肉体性、ようするに〈薔薇〉さながらに「輝かしくも荒々しい血にぬれた［…］
女の肉」（「花々」）そのもの、であった。45そしてそれは同時に、みずからを〈百合〉とみなすエ
ロディアードの夢そのものがちょうど花がその花弁を落とすように剥落散乱し、夢の裸形をさら
けだした、つまり夢の虚妄と無根拠をあばきだした、エロディアードにとっては怖しい、夢から
の覚醒の瞬間にほかならなかった。いうまでもなく「私のうちなる百合を摘みとる（effeuiller）」
（第17-19行）という行為によってかつてむしりとられ摘みとられた百合の葉こそは、エロディアー
ドがなんども身を映した鏡の深い底に、剥落した百合の夢の「萎れた残骸」（第20行）として堆積
している「葉（feuilles）のような私の記憶」（第48行）のその葉にほかなるまい。
　「舞台」の作品内の時系列において、乳母にもたせた鏡にむかってエロディアードが語りかける
「舞台」における〈現在〉にあって、エロディアードが過去の記憶を呼びもどして、鏡のなかに
「散乱するわが夢の裸形の姿を知った」と述懐するのはそのことであった。そしてそのことは、エ
ロディアードによって、内面化された想像的自己とは似ても似つかぬ、「遠い闇」のような疎遠で
不気味なわが姿を目撃した過去の体験として想起されていた（「私はいくたびかおまえ［＝鏡］の
なかにはるかな亡霊（遠い闇）のように姿をあらわしたことか…」46）。鏡とはまさに、エロディ
アードにとって、みずからの内面で夢みられている想像的自己の虚偽と虚妄をあきらかにする脱
-幻想dés-illusionの場にして、成長成熟してゆく肉体的自己というみずからの「裸形の姿」をつ
掲拙稿28-29頁）
45　第51行の「私は、散乱する私の夢の裸形の姿を知ったのだった」J’ai de mon rêve épars connu la nudité!については、現
在残されている「舞台」の異文に「怖ろしいこと、私は、私の大いなる裸形の姿をじっと見入ったのだった」Horreur, j’ai 
contemplé ma grande nudité!とあり、その異文ではおそらくエロディアードがみずからの裸形の肉体
4 4 4 4 4
を恐怖をもって観察し
たことになっている。ただし異文それ自体が最終稿の本文解釈の妥当性、正当性についての絶対的な
4 4 4 4
根拠となるわけではな
いことはいうまでもない。
46　しかしくりかえすが、『全集』註解によれば、この第49行で鏡のなかに「現れるのは、《絶対》、《永遠》、《無限》など窮
極の圏域へと思考を深めつづける存在としてのエロディアード、あえていえば日常の現実世界を超えたもうひとりのエロ
ディアードである」のだという。
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きつけ、「はるかな亡霊」＝遠い闇のように疎ましくもなじみない見知らぬ自己（それはしかし他
者の目から見れば「美しく」成長成熟してゆくエロディアードそのものなのだが）に出会う「恐
怖」horreurの体験の場でもあったのだ。
　そしてここであわせて、詩篇「窓」（1863年制作）を思い出しておくことはぜひとも必要なこと
だろう。その詩でも、「私」がまさに鏡としての窓ガラスに〈天使〉という内面化されたみずから
の想像的自己を映しだそうとしたとたん、その虚偽が、その虚妄性が、あるいは棄却したい現実
（「現世が支配者なのだ」）があきらかになっていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　... et, béni, 
　　　Dans leur verre, lavé d’éternelles rosées, 
　　　Que dore le matin chaste de l’Infini 
　　　Je me mire et me vois ange! et je meurs, et j’aime 
　　　―Que la vitre soit l’art, soit la mysticité ― 
　　　À renaître, portant mon rêve en diadème, 
　　　Au ciel antérieur où fleurit la Beauté! 
　　　Mais, hélas! Ici-bas est maître...　     （vv.26-33）
　　　　 （そして祝福を、〈無限〉のきよらかな朝が金色に染めあげる/永遠の露で洗われた窓ガラスのなかで、うけて//私
はみずからを映し、みずからを〈天使〉と見る、そして死に、好んで/―窓ガラスが〈芸術〉であり、〈神秘〉であ
りますように―/私は甦る、〈夢〉を王冠にいただいて、/〈美〉の花咲く以前の空に！//しかし何ということだ、現
世が支配者なのだ…）
　くりかえすが、鏡は、主体の内面化された想像的自己にたいして、外化されたものとしての現
実の自己を突きつけ突きだし、前者の、つまり想像的自己の虚偽をあばきだし、それをうち砕い
てしまう。もとよりマラルメの詩における鏡は、自己愛的な場を構成するかにみえて、こうして
ひっきょう自己反省的な場となっている。マラルメの詩にたちあらわれた詩的主体は、〈天使〉で
あれ〈百合〉であれみずからの想像的自己を求めて反復強迫のように鏡のまえに立ち、その鏡の
なかでしかしかえって棄却したい現実と向かいあわされるのである。エロディアードもある意味
こうした鏡における自己反映＝自己反省の記憶を強迫的に反復する主体であるといえる。47そう
いうことからすると、みずからを〈百合〉と想像しまた夢みるエロディアードが、鏡のまえでそ
の衣（花びら）を花びら（衣）のように摘みとり脱ぎすてたとき、そこに精神化され霊化された
想像的自己＝〈百合〉としての自己とは似ても似つかぬ、成長し成熟していく現実の自己、肉と
しての自己＝〈薔薇〉としての自己を目撃したほかならぬその鏡で、ふたたび「理想的な形象と
なった」自己が映しだされるということが、あるいはさらなる別の夢、「《絶対》、《永遠》、《無限》
など窮極の圏域へと」立ちのぼってゆく「高次の夢」（菅野）がはたして可能であろうか。48
47　さきほど指摘した詩「花々」との連関にくわえ、この「窓」との連関においてもまた「舞台」は1860年代前半の詩的創
造の地平との強い連関が見てとれるはずである。旧稿で「『舞台』は主題論の観点からいっても詩的主体の観点からいって
も1860年代前半のマラルメの詩的創造の問題圏に属している」（前掲拙稿36頁）と結論したゆえんである。なおこの問題は
本稿第3節であらためて再検討する。
48　 b-J-11（菅野）が言及するこの「高次の夢」、もう一度正確に引用すると「処女性の純潔の極致に立てこもりつつ、《絶
対》、《永遠》、《理想》の圏域で生存する高次の『夢』」とは、読まれるとおり絶対、永遠、理想にかかわる夢らしいのだが
（なお「舞台」にかぎらずマラルメの他の詩篇においても、そこに絶対、永遠、理想といった大いなるイデーの天空をめざ
－ 57 －
マラルメ「エロディアード／舞台」：その翻訳と解釈をめぐる問題（２）
　いっぽう、エロディアードをとりかこむ「私の周囲のなべてのもの」すなわち他者という他者
は、それにたいして、エロディアードの内面化された想像的自己ではなく、鏡に映る外化された
現実のエロディアード、眠れる森の美女さながらに鏡の「眠れる静寂」のなかに端然としずまる
エロディアードのほうをこそ、あるいは「父祖の地」が「単調」なだけにいっそうそのなかで燦
然ときわだち美しい女として成長成熟してゆくエロディアードを映しだす鏡のほうをこそ崇め嘆
賞し、またそれを偶像化し欲望の対象にしようとしている。「私の周囲では、なべてのものが、／
ダイアモンドの澄みきったまなざしをもつエロディアードが／その眠れる静寂のうちに映しださ
れる鏡を偶像崇拝して生きている。」（第114-116行）49くりかえすが、エロディアードにとっては
それはちがうのだ、そうした鏡に映る美しいエロディアード、つまりは他者の目に映るエロディ
アードは、エロディアード自身にとっては
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
けっして美しくはないのだ。それはエロディアードに
とって望む自己の姿ではないのである。〈鉱物的なもの〉として固く氷結した自己、すなわち「ダ
イアモンドの澄みきったまなざし」をもち、「いかなる人間的なものを望まぬ」（第81行）、「彫像
化された」（第82行）ような形姿の、そんな文字どおりの意味でのダイアモンドとしての想像的自
己に執着するエロディアードにたいして、他者のまなざしはエロディアードに、同じダイアモン
ドはダイヤモンドでもほかならぬ比喩的な意味でのダイアモンド、すなわち燦然とまばゆいばか
りに完璧で最高度の女性美を具現した存在を見るわけである。ダイアモンドは、エロディアード
にとって「稀なことこの上ない透明さ」（第112行）で氷結＝結晶化した「究極の魅惑」（第117行）
の自己表象であるけれども、他者の目にはしかし「稀なことこの上ない」完全美の化身たる「究
極の魅惑」の女性表象であり、そこにはエロディアードにとって怖ろしいまでの「究極の」皮肉
があるということになるだろう。50
　が、いずれにしても、童話や民間説話において、高い塔あるいは茨や暗い森ふかくに長く閉じ
こめられた処女が時みちれば夫となる男によってその閉鎖空間から解放され婚姻にいたるのにも
いくらか似て、みずから「流謫」（第17行）と思いなすようにして（「流謫を夢みながら」）そこに
す一種の垂直志向性を読みとろうとするのが『全集』菅野註解の特色のひとつといえるだろう）、註解者がそれらの語や観
念で何を理解しているのか、それがどのような含意をもつものなのか、もちろんマラルメ自身がそれらの語や観念をときに
書簡で用いたことがたしかにあるとしても、その内実は（少なくとも筆者には）必ずしも判然としない。ただ筆者自身の解
釈にあえてつなぎあわせれば、詩「窓」における天使の夢やエロディアードの過去における百合の夢、筆者はこれらの夢を
まず自己の霊化＝精神化の夢という次元でとらえるべきだと思うのだが、それらをしかしもっと極度に抽象化していけば一
種の絶対、永遠、理想への夢になるといえなくもない（むろん『全集』註解における含意とは異なるかもしれないけれども）。
とはいえ筆者の解釈と『全集』註解とを分かつ重要な相違があり、その決定的なポイントは、筆者の解釈では、マラルメの
詩にあって、天使の夢であれエロディアードの百合の夢であれ、主体の超越の夢、あえていえば絶対、永遠、理想への夢は、
鏡をまえにしてすでに剥落し「散乱する夢の裸形の姿」がさらけだされてしまっている、そしてまた主体はくりかえし「現
世が支配者である」現実へとひきもどされ、「われわれは物質の空しい形態にほかならない」という唯物主義的な認識の地
平へと下向しているということであり、つまりはいっさいの超越の不可能性が、夢の虚妄性が直感的予感的に認識されてし
まっているということである（この下向的な経験の行きついたはてがあの1866年の〈虚無〉の認識体験になると筆者は考え
ている）。それにたいして『全集』註解は逆に、鏡の場における体験で、「よしんば接近し到達はしたとしても、そこに滞留
するのは極度に難しい高遠な『夢の裸形』を探索する精神の活動そのものに、存在の本来の根源的なありかたを基礎づける
場が露出されるという認知に、エロディアードは達した」のだとして、とにかく一貫して「《絶対》、《永遠》、《無限》など
窮極の圏域へと思考を深めつづける」何か形而上学的で超越的なものへと上向する思考体験ないし存在体験の場として鏡体
験をとらえているようであり、筆者の解釈とは対極的なものとなっている。
49　自身を固有名で呼びかけているのは、他者から見える自己を、疎遠化した自己として他人のように語っているからであ
ろう。第61行の「おお、エロディアードが恐怖をもって見つめる塔よ」も同じ。
50　エロディアードが乳母に「私は美しいのか」（第52行）と問いかけ、乳母はそれにたいして「まさにお星のよう」と答
えるが、エロディアードの問いかけそのものは、エロディアードが拒否する現世的、世俗的な地平において他者の目に映る
自分は美しいのかという問いであったといえるだろう。乳母は第65-66行でも、エロディアードにたいして「不死なる女神と
同じくらい崇められるにふさわしく／怖ろしいまでに美しく…」と世俗的な讃辞をくりひろげる。
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入った鉱物的な地下世界さながらの「石と鉄との重い牢」（第12行）から出て、いまや「わが父祖
の地」（第113行）に姿をみせたエロディアードは、この地では、生へと、あるいは生殖へとうな
がす「夏の生温い青空」（第100行）の陽光のもと受精にむけて馥郁と匂いたち大きく咲きひらい
てついには実を結ぶ花のように、「裸身の白い戦き」（第99行）もあらわに女として開花し成熟し
ていく途しかないことを知っている。51
　こうしてこのあとの展開を追えば、みずからの「父祖の地」において、ますますあきらかとなっ
てゆく想像的自己と鏡（＝他者の目）に映る自己との耐えがたいまでの乖離ゆえに孤独と孤立無
援のうちにあるエロディアードは（「私は独りだ」第117行）、52想像的自己を守るためにも、他者
から迫りくる遠慮のない、好奇にみちた欲望のまなざしからのがれるためにも、その地からの離
脱を願わずにはいられぬのだろう、そしてまた乳母の「あなたさまは死なれようとしているのか」
（第118行）の問いかけにも答えて、死というこの世ならぬ彼岸への出立ではない、「不吉な空が／
金星＝ウェヌスによって嫌忌されたまなざしをもつ／国」un pays / Où le sinistre ciel ait les 
regards haïs / De Vénus（第123-125行）への出発をこそ語りはじめる。53ウェヌスは、純潔の女
神ディアーナとは対比的な「愛の女神」であるところから、いうまでもなくここでエロディアー
ドが語る、ウェヌスに嫌われた空の下にある国、ウェヌスが嘉
よみ
しない国とは、愛ないし愛欲が支
配しない国、ようするに純潔、処女性がおびやかされることのない国ということになるはずであ
る。ただしその国は、不定冠詞がつき（un pays）、後続する関係詞節の動詞が接続法におかれて
いる（Où le sinistre ciel ait...） ところからわかるように、あくまでエロディアードの脳裏のなか
にのみある、いまだ想像上の場所にすぎない。またその国への出発（第126行「私はそこに出発す
るだろう」J’y partirais）も、その動詞は条件法におかれ断定的な措辞が避けられていることも見
落としてはならないだろう。じじつこのあと他処の国への出発ではない、ほんとうの決意、とい
うか決意ならざる決意、つまり受動的な待機というあいまいな態度表明を最後にエロディアード
はあきらかにして、とりあえず「舞台」の幕は下りる。「私は未知なるものを待っている…」（第
130行）と。54
51　「舞台」における青空のエロディアードにたいしてもつ意味については前掲拙稿32-33頁参照。
52　独白の最後のあたりはしかし、エロディアードが自恃と自棄、自尊感情と孤絶感情のあいだで複雑に揺れうごいている
ようにみえ、その台詞を明快に解きほぐすことはきわめて難しく感じられる。
53　この〈出発〉partirはみずからの「父祖の国」からの逃走ともいえるものであるが（じっさい「舞台」初出稿では第126
行はJ'y voudrais fuirとなっていた）、〈逃走〉fuirが「新たな春」、「窓」、「青空」、「苦い休息に…」、「潮風」など1860年代前
半の詩の重要な主題のひとつ、というか詩的主体の特徴的な挙措であったことを思いおこせば（さらにいえば少し前の詩行
で暗示された〈死〉への衝動もふくめて）、ここにも「舞台」と1860年代前半の詩的創造の地平との強い連関がうかがわれ
るだろう。
54　「舞台」全体にかかわる筆者の読み筋ともかかわって、本稿での解釈を補完するために、エロディアードの最後の台詞
（第129-134行）のもつ意味について旧稿を引用しておく。「［第129-130行の］エロディアードの台詞は、直接的には乳母に
語ったばかりの「その不吉な空が／金星＝ウェヌスによって嫌忌されたまなざしをもつ／国」への出発が嘘であることを明
かすものなのかもしれない。しかし「私の唇の裸形の花」という言葉［…］で、エロディアードは、これまで乳母のまえで
否認し抑圧してきたみずからのいつわらざる現実である〈植物的なもの〉としての自己、〈花〉としての自己──成長成熟
し花ひらき実をむすぶ自己、あるいはむしろこういってよければ〈薔薇〉としての自己をみずから明かしているのであり、
そのことによってこの台詞は、〈鉱物的なもの〉としての自己を、その夢を語りつづけてきたこれまでのおのがいっさいの
言説を嘘として、虚妄としておおきくくつがえす台詞にもなっている。／エロディアードは、他処の国への出発ではない、
「未知のものを待っている」というある待機の決意をこそほんとうの決意、というか決意ならざる決意として最後に明らか
にする。いずれにしても〈植物的なもの〉としての現実の自己を明らかにしたいま、エロディアードの〈鉱物的なもの〉の
夢想の空間は崩壊しなければならない。［…］いまや鉱物的な夢想の空間は一挙に氷結解除をうけ、〈鉱物的なもの〉がエロ
ディアードの存在そのもののうちにおいて流体化する、ほかならぬ噴きあげ迸りでる涙となって。そこには、現実の空間に
おける衣の一枚一枚の剥落が夢想の空間における百合の花びらの一片一片の剥落と重層しあっていたかつてのエロディ
アードの夢の散乱のときとよく似た光景、あの並行世界的な展開が反復的にたちあらわれる。すなわち、エロディアードの
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　　　　　　　　　　Vous mentez, ô fleur nue
　130　De mes lèvres!
　　　　　　　　　　J’attends une chose inconnue
　　 　Ou, peut-être, ignorant le mystère et vos cris,
　　　 Jetez-vous les sanglots suprêmes et meurtris
　　　 D’une enfance sentant parmi les rêveries
　　　 Se séparer enfin ses froides pierreries. 
　　　　  （おまえは嘘をついている、私の唇の／裸形の花よ。私は未知なるものを待っている／あるいは、おそらくは、神
秘も自身の叫びも知らず、／唇よおまえは洩らすだろう、最後の痛ましいすすり泣きを、／夢想のなかで冷たい
宝玉がついに乱れ散るのを／感じるひとりの少女のすすり泣きを。）
 （以下次号）
現実の空間で流される涙の一粒一粒は、エロディアードの夢想の空間の崩壊、〈鉱物的なもの〉の自壊によって散乱する「冷
たい宝玉」の一粒一粒であり、かつ同時にそれらが流体化したものなのだ」（前掲拙稿34-35頁）
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